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女性部川窪委員長を中心に、令和２年度各退公連女性
部実践活動状況調査の集計

　
「
私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ

ん 

あ
な
た
方
を
」
平
成

２３
年
３
月
、
東
日
本
大
震

災
に
遭
遇
し
た
福
島
県
退

職
公
務
員
連
盟
が
被
災
会

員
へ
呼
び
か
け
た
言
葉
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
県

連
組
織
復
興
へ
の
取
組
は

始
ま
っ
た
●
津
波
被
害
の

他
に
東
京
電
力
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能

汚
染
、
被
災
会
員
は
日
本

全
国
に
散
ら
ば
っ
た
。
県

連
本
部
は
会
員
の
安
否
と

避
難
先
を
調
べ
た
●
双
葉

支
部
は
、
地
区
内
に
原
子

力
発
電
所
が
立
地
、
災
後

１０
年
が
経
つ
今
も
住
民
の

帰
還
が
か
な
わ
な
い
。
平

成
２４
年
度
の
支
部
会
員
数

は
２３７
名
、
年
々
物
故
者
も

あ
り
、
令
和
２
年
４
月
現

在
で
１７９
名
●
居
住
地
が
全

国
に
広
が
り
、
対
面
交
流

も
ま
ま
な
ら
な
い
な
か
、

長
年
本
部
と
連
携
し
組
織

が
前
向
き
に
、
堅
固
に
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

く
●
年
４
回
の
支
部
便
り

に
は
◇
支
部
の
維
持
と
存

続
、
◇
年
金
制
度
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
と
の
会
員

の
心
意
気
が
。
福
島
・
郡

山
・
北
会
津
等
支
部
女
性

部
と
の
絵
手
紙
の
交
流
も

●
こ
の
堅
い
組
織
は
苦
難

と
望
郷
の
念
を
共
に
す
る

会
員
の
意
識
か
、誇
り
か
。

新
年
を
迎
え
日
公
連
の
組

織
と
役
割
を
思
う
。�（
Ｚ
）

年頭所感

『
心
の
豊
か
さ
を
社
会
に
！
』

『
心
の
豊
か
さ
を
社
会
に
！
』

多
彩
な
知
見
を
活
か
そ
う

多
彩
な
知
見
を
活
か
そ
う

一
般
財
団
法
人
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
津
島
雄
二

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
退
公
連

会
員
の
皆
様
及
び
ご
家
族

の
皆
様
、
お
健
や
か
に
越

年
さ
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中

の
日
公
連
へ
の
ご
協
力
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
世
界
中
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
話
題
を
避

け
よ
う
に
も
避
け
ら
れ
な

い
１
年
で
し
た
。
先
進
国

で
は
生
活
習
慣
病
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
隙
に
、
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し

て
、
人
類
に
様
々
な
課
題

を
突
き
つ
け
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
食
糧
問
題
、

貧
困
問
題
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
等
々
。
我
が
国
で
は
、

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
、
日
本
国
民
は
行
動

の
自
粛
を
要
請
さ
れ
、
学

校
は
休
校
、
飲
食
業
・
観

光
業
等
を
含
め
て
経
済
が

停
滞
す
る
と
い
う
様
々
な

波
紋
を
広
げ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
に
さ
ら
さ
れ
る

医
療
従
事
者
や
感
染
者
を

遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
差
別

と
分
断
の
気
風
も
広
が
り

ま
し
た
。

　
各
退
公
連
も
年
度
当
初

か
ら
予
定
の
会
合
が
開
け

ず
、
各
組
織
で
意
思
の
疎

通
と
事
業
の
推
進
に
ご
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
を
承
知

し
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
の
知
恵
と
医
学
的

取
組
に
よ
っ
て
も
、
終
息

の
状
況
は
未
だ
見
え
て
き

ま
せ
ん
が
、
人
類
の
歴
史

が
示
す
よ
う
に
科
学
と
人

間
の
英
知
で
、
コ
ロ
ナ
禍

は
必
ず
克
服
で
き
る
と
信

じ
ま
す
。
そ
の
と
き
は
国

に
も
社
会
に
も
大
き
な
立

て
直
し
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
偏
狭
な
一
国
主
義
や

社
会
に
差
別
や
分
断
が
な

ぜ
起
こ
っ
た
か
が
問
わ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
退
公
連
に
も
同
様
な
変

革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
活

動
を
休
眠
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
の
中
か
ら
、
会
員

の
力
を
眠
ら
せ
て
い
る
の

は
何
か
を
探
り
、
会
員
相

互
の
交
流
と
意
思
の
疎
通

を
ど
う
回
復
さ
せ
る
か
、

退
公
連
再
生
の
取
組
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、
コ
ロ
ナ
に
関

わ
っ
て
最
近
気
に
な
る
こ

と
は
「
人
の
命
を
守
る
の

は
政
府
で
あ
る
」
と
い
う

思
い
違
い
で
す
。
こ
れ
に

抗
っ
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
の

さ
な
か
で
人
は
何
を
す
べ

き
か
、
地
域
住
民
・
一
つ

の
組
織
と
し
て
ど
ん
な
努

力
が
必
要
か
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
は
多
彩
な

知
見
を
お
持
ち
で
す
。
活

力
の
あ
る
高
齢
社
会
を
構

築
し
よ
う
と
い
う
強
い
意

思
を
お
持
ち
で
す
。
眠
っ

て
い
る
力
を
蘇
ら
せ
て
、

退
公
連
を
よ
り
発
展
、
永

続
す
る
組
織
に
し
て
、
人

間
疎
外
を
超
え
る
、
心
の

豊
か
さ
を
社
会
に
も
た
ら

す
活
動
を
幅
広
く
推
進
し

第
１
期
（
１
月
～
３
月
）

―
勧
誘
強
化
策
と
勧
誘
活

動
の
ス
タ
ー
ト
―

　
勧
誘
員
の
班
編
成
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
小
単
位
の

小
回
り
、
女
性
の
キ
メ
細

か
さ
を
活
か
し
職
種
別
、

職
務
別
編
成
に
注
力
す

る
。
３
月
の
異
動
内
示
情

報
を
収
集
し
、
打
ち
合
せ

を
充
実
さ
せ
勧
誘
活
動
に

万
全
を
期
す
。

第
２
期
（
４
月
～
６
月
）

―
新
退
職
者
と
過
年
度
退

職
者
の
勧
誘
に
―

　
準
備
と
併
行
し
３
月
か

ら
活
動
を
始
め
る
。

勧
誘
員
相
互
の
情
報
交
換

を
重
視
し
、
活
動
の
達
成

感
を
共
有
し
よ
う
。
気
付

い
た
課
題
は
、
次
へ
の
踏

台
と
な
る
。
退
職
者
が
求

め
て
い
る
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
納
得
す
る
ま
で
話

し
て
勧
誘
す
る
。

第
３
期
（
７
月
～
９
月
）

―
再
勧
誘
の「
期
」と
し
、

心
し
て
―

　
今
ま
で
の
結
果
を
可
視

化
し
、
再
勧
誘
の
推
進
力

に
支
部
長
、
副
支
部
長
、

組
織
委
員
会
の
人
材
（
勧

誘
対
象
者
と
人
間
関
係
が

あ
る
人
）
を
活
か
し
、
新

た
な
心
で
活
動
を
進
め

る
。

第
４
期
（
１０
月
～
１２
月
）

―
勧
誘
活
動
に
心
か
ら
の

労
い
を
―

　
職
種
別
、
職
務
別
の
班

編
制
、
班
員
の
構
成
、
勧

誘
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修
会
、「
活

動
の
成
果
」
な
ど
の
検
証

を
可
能
な
限
り
行
い
、「
数

　
去
る
１０
月
２７
日
開
催
予

定
だ
っ
た
理
事
会
・
第
２０９

回
評
議
員
会
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
禍
が
終
息
を
み

な
い
中
で
、
書
面
表
決
の

形
で
行
わ
れ
た
。
理
事
・

評
議
員
の
方
々
の
ご
協
力

で
提
出
議
案
①
令
和
２
年

度
全
国
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

②
令
和
２
年
度
全
国
大
会

決
議
文
が
承
認
さ
れ
た
。

　
評
議
員
会
で
補
欠
評
議

員
４
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
翌
１０
月
２８
日
に

開
催
予
定
の
今
年
度
の
全

国
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
中
止
さ
れ
た
の

で
、
理
事
会
・
評
議
員
会

の
決
議
を
も
っ
て
令
和
３

年
度
の
日
公
連
・
退
公
連

の
活
動
指
針
と
な
る
。

　
補
欠
評
議
員
の
選
任

　
野
田
孝
夫
（
北
海
道
）

　
尾
身
正
治
（
群　
馬
）

　
今
嶋
三
郎
（
鳥　
取
）

　
森
山　
亮
（
香　
川
）

▼
任
期

　
令
和
３
年
度
定
時
評
議

員
会
ま
で

▼
全
国
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　�

全
国
大
会
決
議
文
（
２

月
号
掲
載
予
定
）

　
令
和
３
年
度
の
全
国
大

会
は
、
令
和
２
年
度
が
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
中
止
と
な
り

全
国
の
退
公
連
会
員
に
は

極
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
事
務
局
で
は

各
退
公
連
の
協
力
を
得

て
、
準
備
を
進
め
、
会
員

の
ご
期
待
に
沿
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
日　
程

令
和
３
年
１０
月
２０
日（
水
）

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

▼
会　
場

渋
谷
公
会
堂

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町

一
ノ
一
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

前
）

▼
大
会
概
要

会
長
所
信
表
明
・
来
賓
祝

辞
・
組
織
表
彰
・
基
調
提

言
・
決
議
・
記
念
講
演

▼
参
加
者

各
都
道
府
県
連
会
員
・
国

会
議
員
・
総
務
省
・
厚
生

労
働
省
な
ど
関
係
省
庁
・

年
金
受
給
者
団
体
関
係
者

等
約
千
名

は
力
」
を
再
確
認
し
、
次

年
度
を
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽

　
私
た
ち
の
願
い
を
政
治
に
届
け
、
充
実
し
た
社

会
保
障
制
度
を
次
世
代
に
引
継
ぐ
責
任
団
体
と
し

て
、
会
員
数
は
法
案
成
立
に
大
き
な
影
響
力
を
も

つ
。
心
し
て
取
組
み
を
進
め
た
い
。

組
織
拡
充
の
基
本
計
画

令
和
３
年
度
全
国
大
会

日
程
決
ま
る

▼▼▼

▼▼
▼

書
面
表
決
に
よ
る

理
事
会・第
２０９
回
評
議
員
会

た
い
と
願
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
と
社

会
と
国
の
品
位
を
試
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

く
勧
誘
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
。
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会
員
の
広
場

消防署員による救命法
の講習会

世代間交流（ボール的当て）

佐賀錦を織る

佐賀錦と製品　樋口ヨシノさん
（左）と相浦幸子さん（右）

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

取
り
込
み
し
蒲
団
に
秋
の
温
み
あ
り

老
い
の
早
寝
の
眠
り
を
誘
う

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

秋
が
ゆ
く
薬
師
寺
の
塔
信
綱
の

歌
口
ず
さ
み
空
を
見
上
げ
る

愛
知
県　
落
合
義
紀

笹
の
葉
の
ひ
ら
ひ
ら
揺
れ
て
城
跡
へ

淋
し
く
落
つ
る
西
日
浴
び
つ
つ

京
都
府　
松
尾
精
郎

寒
牡
丹
二
つ
三
つ
と
咲
き
に
け
り

妻
と
の
会
話
に
わ
か
に
増
し
ぬ

愛
知
県　
横
井
真
人

折
り
鶴
よ
工
廠
の
夏
平
和
誓
う

愛
知
県　
中
村
洋
子

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳  

◆

フ
ル
ム
ー
ン
夢
を
詰
め
込
む
旅
カ
バ

ン�

長
野
県　
白
石
幸
男

口
ほ
ど
に
目
が
物
を
言
う
マ
ス
ク
の

世�

福
島
県　
清
川
俊
彦

新
米
を
搗
い
て
子
や
孫
へ
野
菜
共

送
れ
る
こ
と
の
出
来
る
幸
せ

愛
知
県　
金
田
文
雄

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

や
は
ら
か
き
海
光
を
背
に
蜜
柑
摘
む

愛
媛
県　
今
井　
忍

あ
れ
そ
れ
が
始
ま
る
今
日
は
敬
老
会          

山
形
県　
伊
達
克
夫

年
重
ね
サ
プ
リ
ば
か
り
が
ふ
え
て
ゆ
き

栃
木
県　
舘
野　
博

散
歩
道
犬
の
名
前
を
先
ず
覚
え

愛
知
県　
竹
内
明
弘

田
仕
舞
を
終
え
て
一
村
夕
日
中

岡
山
県　
山
上
隆
恵

俳
句
帳
余
白
残
し
て
除
夜
の
鐘

愛
知
県　
安
井
俊
夫

熊
野
路
や
山
か
ら
山
へ
大
鳴
子

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

心豊かに心豊かに

　
公
務
員
生
活
に
終
止

符
を
打
っ
て
４
年
。
今

は
先
代
が
残
し
た
農
地

を
維
持
管

理
し
て
い

る
。
や
ろ

う
と
思
え

ば
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
し
か
し
、
や
ら
な

く
て
も
な
ん
と
か
な

る
。
な
に
も
老
骨
に
鞭

を
打
っ
て
や
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
と
、
気
持
ち
は

楽
に
な
る
が
、
し
っ
く
り

し
な
い
。
私
の
貧
乏
性
は

治
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
や

る
べ
き
仕
事
が
あ
る
と
思

う
と
計
画
を
立
て
る
こ
と

に
な
る
。
生
活
に
リ
ズ
ム

と
ハ
リ
が
生
じ
る
の
が
わ

か
る
。
農
作
業
に
は
ト

ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
多

く
の
機
械
の
操
作
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
し

た
が
っ
て
体
力
の
維
持

も
欠
か
せ

な
い
。
貴

重
な
緑
地

空
間
を
残

す
意
味
で
も
、
も
う
少

し
今
の
仕
事
を
続
け
て

み
た
い
。

年
寄
り
の
冷
や
水

埼
玉
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
前
島
富
雄

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
豊
田
地
区
は
栃
木
県
南
部
の
小
山
市
に
あ
っ
て
、
か
つ
て
は
純
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
昭
和
年
代
半
ば
か

ら
工
場
の
進
出
に
よ
り
人
口
が
急
増
し
た
。
新
・
旧
の
住
民
の
交
流
の
場
と
機
会
を
設
け
て
、
相
互
理
解
と

地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
退
公
連
会
員
が
中
心
に
な
っ
て
平
成
１４
年
に
豊
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
。�
栃
木
県
退
職
公
務
員
連
盟
小
山
支
部
長
（
県
連
副
会
長
）　
江
口
　
七
雄

いきいき退公連

栃木県連の巻

相
浦
幸
子
さ
ん
に
鹿
島
錦
保
存

会
代
表
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

ま
で
５２
年
間
、
鹿
島
錦
を
継
承

す
る
た
め
に
４４
人
の
会
員
を
指

導
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
鹿
島
錦
は
、
鹿
島
藩
主
鍋
島

直
彜
（
な
お
の
り
）
公
夫
人
篤

子
様
が
天
井
の
網
代
模
様
か
ら

　
鹿
島
・
藤
津
支
部
は
佐
賀
県

の
南
西
部
に
位
置
し
、
会
員
２９０

名
程
の
支
部
で
元
気
な
会
員
が

多
数
い
ま
す
。
そ
の
中
の
お
一

人
、
１０４
歳
で
鹿
島
錦
を
織
り
続

け
て
い
る
樋
口
ヨ
シ
ノ
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　
樋
口
さ
ん
は
、
令
和
２
年
、

考
案
さ
れ
た
、
他
に
類
を
見
な

い
非
常
に
精
緻
な
織
物
で
す
。

　
樋
口
さ
ん
は
、
昭
和
４１
年
鹿

島
市
教
育
委
員
会
が
募
集
し
た

後
継
者
養
成
講
座
を
受
け
た
た

だ
一
人
の
一
期
生
で
す
。
長
い

間
続
け
た
わ
け
を
「
こ
の
伝
統

文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
切
々
と
訴
え
ら
れ

た
鍋
島
直
紹
元
佐
賀
県
知
事
の

ご
母
堂
鍋
島
政
子
様
の
声
が
頭

に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
れ

と
思
っ
た
こ
と
は
他
を
顧
み
ず

突
き
進
む
性
格
だ
っ
た
か
ら
と

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
鹿
島
錦
を
大
阪
万

博
に
出
品
し
、
知
事
か
ら
感
謝

状
を
戴
い
た
こ
と
、
上
皇
・
上

皇
后
両
陛
下
の
前
で
技
を
披
露

し
、
お
言
葉
を
賜
っ
た
こ
と
、

今
年
の
コ
ロ
ナ
対
策
１０
万
円
の

支
援
金
で
鹿
島
錦
の
材
料
を
買

っ
た
こ
と
な
ど
精
力
的
に
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
好
き
な
こ
と
を
続
け
ら
れ
る

年
金
の
有
難
さ
に
感
謝
。
支
え

て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
。
ま

だ
ま
だ
元
気
に
頑
張
り
た
い
と

語
る
樋
口
さ
ん
は
支
部
の
誇
り

で
す
。

役
員
、
民
生
委
員
、
交
通

指
導
員
、
公
民
館
社
会
教

育
指
導
員
や
特
技
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
組
織
す
る
。

④
役
員
研
修
に
つ
い
て　

◆
救
命
法
は
消
防
署
職
員

◆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動

は
体
育
館
職
員
◆
役
員
全

体
で
は
先
進
地
視
察
を
毎

年
実
施
し
、
多
様
な
取
組

を
学
び
実
践
に
生
か
し
て

い
る
。

三 �

事
業
並
び
に
活
動
の

実
践
と
運
営

①
世
代
間
交
流
活
動
は
ブ

一 

協
議
会
設
立
の
目
的

①
村
落
共
同
体
の
復
活
を

め
ざ
し
、
伝
統
文
化
の
伝

承
を
軸
に
結
社
の
活
動
を

豊
か
に
す
る
。

②
世
代
間
交
流
を
促
し
、

祖
父
母
・
親
子
・
孫
の
心

の
繋
が
り
を
強
め
る
。

③
健
康
で
元
気
な
高
齢
者

か
ら
若
者
が
生
き
方
の
知

恵
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く

る
。

④
子
ど
も
が
野
外
で
元
気

に
遊
べ
る
場
を
設
け
て
、

昔
遊
び
の
普
及
に
努
め

る
。

⑤
子
ど
も
社
会
を
安
全
に

守
る
活
動
を
進
め
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
仲
間
づ

く
り
を
支
援
す
る
。

二 �

工
夫
を
重
ね
た
指
導

体
制
の
基
本
事
項

①
協
議
会
役
員
並
び
に
参

加
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

と
分
担
を
明
確
化
す
る
。

②
活
動
の
企
画
立
案
は
主

に
退
公
連
会
員
で
行
う
。

在
職
中
に
身
に
つ
け
た
尊

い
経
験
を
生
か
す
。

③
実
行
委
員
会
は
自
治
会

ロ
ッ
ク
別
に
地
元
自
治
会

連
合
会
が
主
催
す
る
。

②
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動　

◆
バ
ス
の
旅
、
親
子
で
旅

の
マ
ナ
ー
を
体
得
す
る
。

る
。
飛
行
時
間
を
長
続
き

さ
せ
よ
う
と
親
子
の
心
が

一
つ
に
な
る
時
間
で
あ

る
。

四 �

活
動
の
成
果
と
今
後

の
発
展

　
協
議
会
の
活
動
は
継
続

２０
有
余
年
を
重
ね
る
が
、

地
域
に
定
着
し
、
住
民
意

識
も
改
善
の
方
向
で
将
来

は
明
る
い
。
地
元
の
祭
り

ば
や
し
も
復
活
し
、
住
民

の
結
束
に
も
役
立
っ
て
い

る
。

地
域
住
民
の
交
流
を
促
す
　
　
　
　

地
域
住
民
の
交
流
を
促
す
　
　
　
　

　
　
　
豊
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
豊
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

１０４
歳
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す

「
年
金
の
お
陰
で
好
き
な
こ
と

が
続
け
ら
れ
る
あ
り
が
た
さ
」

佐
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
・
藤
津
支
部
事
務
局
長
　
田
中
　
隆
昭
　

鹿
島
第
一
分
会
長
　
野
田
と
よ
子
　

集
手
帳
は
そ
の
感
動
を
記

す
。男
児
の
生
命
力
と
、日

本
の
医
療
技
術
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
命
へ
の
思
い
が

織
り
な
す
業
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
、
人
の
命
に
か
け

る
人
々
の
一
致
し
た
祈
り

と
行
動
を
想
起
す
る
。

　
平
成
３０
年
、
３００
ｇ
未
満

で
生
ま
れ
た
男
の
子
、
平

成
３１
年
４
月
３
千
３７４
ｇ
で

退
院
。「
こ
れ
ほ
ど
温
か
い

感
覚
を
連
れ
て
く
る
記
事

に
触
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た

か
」
当
時
の
読
売
新
聞
編

◆
親
子
た
こ
あ

げ
大
会
は
正
月

を
祝
っ
て
行
う

行
事
で
、
た
こ

の
作
製
は
公
民

館
講
座
に
組
み

入
れ
て
行
う
。

特
技
を
持
つ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
の
場
で
あ

《　
参　
考　
》

　
鹿
島
錦
は
２００
年
ほ
ど
前
か
ら

歴
代
藩
主
夫
人
に
よ
っ
て
伝
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
鹿
島
錦
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
明
治
４３

年
、
日
英
大
博
覧
会
に
出
品
を

契
機
に
佐
賀
錦
の
名
称
が
一
般

的
に
な
り
ま
し
た
。
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